
次
の
カ
タ
カ
ナ
を
送お

く

り
が
な
に
注ち

ゅ
う

意い

し
て
漢か

ん

字じ

に
直
し

ま
し
ょ
う
。

①［
■タ

ダ

チ■
］に
避ひ

難な
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
泳
ぎ
が［
■ジ

ョ

ウ

ズ

■
■
■
］だ
。

③
坂
道
を［
■ノ

ボ

ル

■
■
■
］。

④［
■サ

ン

マ

■
■
］の
旬し

ゅ
ん

は
九
月
か
ら
十
一
月
だ
。

⑤
笑え

顔が
お

で
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

を［
■ミ

オ

ク

ル

■
■
■
］。

⑥［
■コ

マ

カ

イ

■
■
■
］文
字
を
読
む
。

⑦
春
の
土
手
に
、土つ

く

し筆
が［
■ハ

エ

ル

■
■
■
］。

⑧
笑わ

ら

う［
■カ

ド■
］に
は
福
来き

た

る
。

⑨
道
が［
■マ

ジ

ワ

ル

■
■
■
］地
点
。

⑩
大
人
の
中
に［
■マ

ジ

ル

■
■
■
］。

⑪［
■バ

ニ

ク

■
■
■
］を
食
べ
る
。

⑫
予
想
が［
■ア

タ

ル

■
■
■
］。

⑬［
■フ

ウ

セ

ツ

■
■
■
］を
も
の
と
も
せ
ず
歩
く
。

⑭
間ま

違ち
が

え
た
問
題
は
す
ぐ
に［
■ナ

オ

シ

■
■
■
］ま
す
。

⑮［
■ヤ

オ

ヤ

■
■
■
］で
人に

ん

参じ
ん

を
買
う
。

⑯
図
を［
■モ

チ

イ

テ

■
■
■
］説せ

つ

明
す
る
。

⑰［
タ

ケ

ザ

イ

ク

■
■
■
■
］で
か
ご
を
作
る
。

【
お
ま
け
漢
字
ド
リ
ル
】１
０
０
問



⑱［
■サ

ミ

ダ

レ

■
■
■
］を
集あ

つ

め
て
早は

や

し
最も

上が
み

川が
わ

。

⑲［
■ア

ズ

キ

■
■
■
］で
お
汁し

る

粉こ

を
作
る
。

⑳
元
気
に［
■ウ

タ

オ

ウ

■
■
■
］。

�
こ
の
町
の［
■セ

イ

カ

ツ

■
■
■
］は
楽
し
い
。

�
遠
足
で［
■カ

イ■
］塚づ

か

を
見
に
行
く
。

�
教
室
の［
■

ト

■
］が
開
け
放
し
だ
。

�
ゆ
っ
く
り［
■

ハ

ネ

■
■
■
］を
の
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

�
竹
の
皮
に
は
殺さ

っ

菌き
ん［
■サ

ヨ

ウ

■
■
■
］が
あ
る
。

�［
■サ

イ■
］能の

う

に
あ
ふ
れ
た
若わ

か

者
。

�
今
月
の［
■ナ

カ

バ

■
■
■
］に
里
帰
り
を
す
る
。

�
今
日
は［
■コ

ハ

ル

■
■
■
］日び

よ

り和
だ
。

�
鳥
の［
■ナ

キ

ゴ

エ

■
■
■
］に
耳
を
す
ま
せ
る
。

�
字
が
汚き

た
な

い
の
が［
■タ

マ■
］に
き
ず
だ
。

�［
■ヨ

ワ

ネ

■
■
■
］を
は
い
て
も
構か

ま

わ
な
い
。

�［
■シ

ン

リ

ン

■
■
■
］浴よ

く

は
気
持
ち
が
良よ

い
。

�
岩
手
県
の
中ち

ゅ
う

尊そ
ん［
■

ジ

■
］は
世
界
文
化
遺い

産さ
ん

だ
。

�
小
さ
な［
■タ

ニ

マ

■
■
■
］で
暮く

ら
す
。

�
マ
グ
ロ
は［
■ト

マ

ル

■
■
■
］こ
と
な
く
泳
ぐ
。

�［
■キ

ュ

ウ

ヨ

ウ

■
■
■
］が
入
っ
た
。

�
雲
の
た
な
び
く［
■サ

マ■
］が
美
し
い
。



�［
■タ

マ

テ

バ

コ

■
■
■
］を
開
け
る
。

�
ゆ
で
時
間
を［
■ハ

カ

ル

■
■
■
］。

�
秋こ

す
も
す桜

の［
■ハ

ナ

コ

ト

バ

■
■
■
］は「
真
心
」だ
。

�［
■カ

ザ

ム

キ

■
■
■
］を
示
す
天
気
図
。

�［
■ミ

ズ

カ

ラ

■
■
■
］考
え
、行
動
し
よ
う
。

�［
■ハ

チ

ビ

ョ

ウ

■
■
■
］遅お

く

れ
で
ゴ
ー
ル
を
切
る
。

�
不ふ［
■

シ

■
］議ぎ

の
国
の
ア
リ
ス
。

�
残の

こ

っ
た
お
か
し
は
、［
■エ

ン■
］慮り

ょ

の
か
た
ま
り
だ
。

�
無む

理り

に［
■ヘ

イ

キ

■
■
■
］な
ふ
り
を
す
る
な
。

�
彼か

れ

は
清き

よ

い
心
の［
■モ

チ

ヌ

シ

■
■
■
］だ
。

�
美
し
い［
■ウ

ン

カ

イ

■
■
■
］が
広
が
る
。

�［
■カ

ン

ジ

■
■
■
］を
て
い
ね
い
に
書
く
。

�［
■ギ

ン■
］メ
ダ
ル
を
獲カ

ク

得ト
ク

す
る
。

�
医
学
の［
■シ

ン

ポ

■
■
■
］は
め
ざ
ま
し
い
。

�
国
道
の［
■キ

テ

ン

■
■
■
］と
終
点
。

�
宿
題
の
残の

こ

っ
た
ペ
ー
ジ
を［
■カ

ゾ

エ

ル

■
■
■
］。

�［
■ヨ

ウ

フ

ウ

■
■
■
］の
肉
料り

ょ
う

理
。

�
後
ろ
指
を［
■サ

サ

レ

ル

■
■
■
］。

�
田い

な

か舎
の
母
親
が［
■シ

ュ

ワ

■
■
■
］を
覚お

ぼ

え
る
。

�
水
泳
の［
■レ

ン

シ

ュ

ウ

■
■
■
］を
す
る
。



�
き
れ
い
な［
■ネ

イ

ロ

■
■
■
］の
バ
イ
オ
リ
ン
。

�［
■ヨ

ノ

ナ

カ

■
■
■
］が
さ
わ
が
し
く
な
る
。

�
今
日
は
魚
が［
■ヤ

ス

イ

■
■
■
］。

�［
■ム

カ

シ■
］な
が
ら
の
製せ

い

法ほ
う

で
作
る
。

�［
■ワ

フ

ウ

■
■
■
］の
料り

ょ
う

理
が
好こ

の

み
だ
。

�
め
ず
ら
し
い［
■ケ

ツ■
］液え

き

型が
た

。

�［
■ユ

ウ

メ

イ

■
■
■
］な
シ
ラ
ス
台
地
。

�
少
し
肌は

だ

寒さ
む

く［
■カ

ン

ジ

ル

■
■
■
］。

�［
■オ

ン

ス

イ

■
■
■
］プ
ー
ル
で
泳
ぐ
。

�［
■デ

ン

チ

■
■
■
］を
交
か
ん
す
る
。

�
毛け

並な

み
が
美
し
い［
■ウ

マ■
］。

�
午
後
か
ら
夕
方
は
テ
レ
ビ
の［
■シ

ュ■
］材ざ

い

だ
。

�
教
科
書
を［
■イ

チ

ド

ク

■
■
■
］す
る
。

�［
■イ

ッ

チ

ョ

ウ

イ

ッ

セ

キ

■
■
■
■
■
］に
は
身
に
付
か
な
い
。

�［
■

ケ

サ

■
■
■
］の
新
聞
を
読
み
ま
し
た
か
。

�
大
切
な［
■カ

タ

ミ

■
■
■
］の
品
。

�［
■コ

ダ

チ

■
■
■
］の
中
に
立
つ
神
社
。

�
今
の
気
持
ち
を
音
楽
に［
■ア

ラ

ワ

ス

■
■
■
］。

�『
モ
ナ
・
リ
ザ
』は
フ
ァ
ン
の
多
い［
■カ

イ

ガ

■
■
■
］だ
。

�
ご［
■ツ

ゴ

ウ

■
■
■
］を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



�
船
の［
■キ

テ

キ

■
■
■
］が
聞
こ
え
る
。

�［
■ナ

ミ■
］が
引
い
た
ら
船
を
出
す
。

�［
■ダ

イ

コ

ン

■
■
■
］役
者
。

�
英え

い

語
の［
■ヒ

ッ

キ

■
■
■
］試し

験け
ん

に
合
格か

く

す
る
。

�［
■セ

イ

レ

ツ

■
■
■
］し
て
順じ

ゅ
ん

番ば
ん

を
待
つ
。

�
こ
ん
な
村
で
も
住
め
ば［
■ミ

ヤ

コ■
］だ
。

�［
■ナ

ナ

カ

イ

■
■
■
］ま
で
歩
い
て
上
る
。

�［
■ケ

ン

リ

ツ

■
■
■
］高
校
に
通
う
。

�［
■タ

マ■
］拾
い
に
走
り
回
る
。

�
タ
イ
の［
■オ

ウ

キ

ュ

ウ

■
■
■
］を
観か

ん

光こ
う

す
る
。

�［
■コ

ク

テ

イ

■
■
■
］公
園
に
出
か
け
る
。

�［
■シ

ョ

ウ

ワ

■
■
■
］の
黒
電
話
。

�［
■サ

ン

チ

ョ

ウ

メ

■
■
■
］の
米
屋
の
角
を
曲
が
る
。

�
冬
の［
■サ

ム

サ

■
■
■
］が
身
に
し
み
る
。

�
ゆ
う
び
ん［
■キ

ョ

ク■
］で
切
手
を
買
う
。

�［
■イ

ン

ヨ

ウ

■
■
■
］に
は
向
か
な
い
水
。

�
ど
こ
ま
で
も
長
く
続つ

づ

く［
■セ

ン

ロ

■
■
■
］。

�
弓
矢
が
的ま

と

に［
■メ

イ

チ

ュ

ウ

■
■
■
］す
る
。

�［
■ダ

イ

キ

ン

■
■
■
］は
八
百
五
十
四
円
だ
。

�［
■キ

シ■
］辺べ

の
木
か
げ
で
本
を
読
む
。



�
生せ

い

徒と

全
員
で
記き

念ね
ん

樹じ
ゅ

を［
■ウ

エ

ル

■
■
■
］。

�
果く

だ

物も
の

が
た
わ
わ
に［
■ミ

ノ

ル

■
■
■
］。

�
銭セ

ン［
■ト

ウ■
］は
、日
本
の
公こ

う

衆し
ゅ
う

浴よ
く

場じ
ょ
う

だ
。



解
答

①
直
ち（
に
）　
②
上
手
　
③
上
る
　
④
秋
刀
魚

⑤
見
送
る
　
　
⑥
細
か
い
　
⑦
生
え
る
　
⑧
門

⑨
交
わ
る
　
⑩
交
じ
る
　
⑪
馬
肉
　
⑫
当
た
る

⑬
風
雪
　
⑭
直
し（
ま
す
）　
⑮
八
百
屋
　
⑯
用
い
て

⑰
竹
細
工
　
⑱
五
月
雨
　
⑲
小
豆
　
⑳
歌
お
う

�
生
活
　
�
貝
　
�
戸
　
�
羽（
羽
根
）

�
作
用
　
�
才（
能
）　
�
半
ば
　
�
小
春

�
鳴
き
声
　
�
玉
　
�
弱
音
　
�
森
林

�
寺
　
�
谷
間
　
�
止
ま
る
　
�
急
用
　
　

�
様
　
�
玉
手
箱
　
�
計
る
　
�
花
言
葉

�
風
向
き
　
�
自
ら
　
�
八
秒
　
�
思
　
　

�
遠
　
�
平
気
　
�
持
ち
主
　
�
雲
海

�
漢
字
　
�
銀
　
�
進
歩
　
�
起
点

�
数
え
る
　
�
洋
風
　
�
指
さ
れ
る
　
�
手
話

�
練
習
　
�
音
色
　
�
世
の
中
　
�
安
い

�
昔
　
�
和
風
　 

�
血
　
�
有
名

�
感
じ
る
　
�
温
水
　
�
電
池
　
�
馬

�
取（
材
）　
�
一
読
　
�
一
朝
一
夕
　
�
今
朝

�
形
見
　
�
木
立
　
�
表
す
　
�
絵
画

�
都
合
　
�
汽
笛
　
�
波
　
�
大
根

�
筆
記
　
�
整
列
　
�
都
　
�
七
階

�
県
立
　
�
球
　
�
王
宮
　
�
国
定

�
昭
和
　
�
三
丁
目
　
�
寒
さ
　
�
局

�
飲
用
　
�
線
路
　
�
命
中
　
�
代
金

�
岸
　
�
植
え
る
　
�
実
る
　
�（
銭
）湯


